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（明治 23）年に第二疎水は 1912（大正 1）年に完成を見ました。その後に京都市東山
区の蹴上に日本初のインクラインや水力発電所が設けられました。インクラインは琵
琶湖疎水の京都側取入口の蹴上に設置されましたが、京都・大津間の水位差を解決す
るため、落差 36ｍ、長さ 547ｍの間をケーブルでつないだ装置舟は、リストで上下し
ましたが、蹴上インクラインの特長は、この落差を利用して、日本最初の水力発電所
を建設したことにあります。また国内最初の電車も、この発電によって運転され、そ
して疎水は京都市の水資源として、灌漑（田畑に農作物の生育のために水を引くこと）、
上水（上水道、飲用に供給される水）、工業用水、発電、観光などに利用され、京都近
代化に貢献しました。加茂川（疎水）運河の伏見口（伏見区墨染町）のインクライン
にも、発電所が設置され、伏見市内に供電を続けました。ところが、歴史的大事業で
あった疎水が四条～七条間は、こともあろうが暗渠の運河になって地下にほうむられ
ました。（今、身もふたも無いと言って、小樽運河にﾌﾀをしますと言えば、どのような
反応があるのでしょうか。）脱ダム宣言・自然破壊・環境保全等と流行でもあるように
氾濫しています。その時代が求めるﾆｰｽﾞは現在を見つめてですか、過去を見据えてで
すか、いかがなものですか。また哲学の道には、桜の木が似合っていますが、以前か
ら保護も保全も考えないで、行政はやみくもに伐採します。いかがなものでしょうか。
川の岸・土手には桜・柳の木はつき物です。一昔前の高瀬川・疎水の両側の水ぎわに
は柳がたわわに垂れ、浴衣姿の若い二人は、さりげなく手で払い歩いて行く絵になり
ますね、粋です情緒があります。水辺は歌になります。神戸一郎の「銀座一丁目は水
のうえ～今宵も船で過ごしましょ～」また、高田浩吉が「土手の柳は風まかせ、ああ～
いいじゃないか、ああ～いいじゃないか～」と気持ちよく唄っていました。 
疎水・高瀬川の川水が少しクリスタルであれば小樽運河は比ではありますまい。ああ
～むかしは好かった。以前の高瀬川・疎水に戻せと、リセットボタンを押せるものな
らそうしたいものです。 
少し空間がありますので埋めます。「論語の読み方」より、孔子の文中です。孔子は
「君子といえる人は器物のようなものではない、器物を使う人である」といった。人
間である以上は、その技能に応じて使いさえすれば、誰でも何かの役にたつものであ
る。箸は箸、筆は筆とそれぞれの器物に応じた用途があるのと同じように、人にはお
のおの、その得意の一技一能が必ずあるものであると、なるほどと思った。ここ数年
間であるが、技官の待遇が変わりました。仕事を真面目に取り組んでいる人、技術力
がありながら、昇給できない人、それに甘んじなければならない方。耳を傾けず、資
質があると思い込んで事を運ぶ方、平等と言う言葉の意味を勉強して下さい。恥を忍
び、恥を包む（人生）いろいろです。 
 
